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郷土料理

関西花の寺 二十五ヶ所霊場 第七番札所
11月初旬の境内では紅葉が進みつつありました。

全農地利用状況調査を実施しました!!
京力農場プラン策定を進めています。

活動報告

農地の所有権移転や貸し借り、農地転用・形状
変更には農業委員会への手続きが必要です!!

農地法許可申請等に係る主な添付資料一覧表
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営
農
開
始
６
年
目
に
な
る

   

藤
原
典
道
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

〔
就
農
ま
で
の
道
の
り
〕

　

地
元
の
高
校
を
卒
業
後
、
４
年
間
鳥
取
大

学
農
学
部
で
学
生
生
活
を
送
り
、
大
阪
で

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
を
丸
３
年
経
験
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
自
分
で
独
立
し
て
事
業
を
営

む
自
営
業
が
夢
で
あ
り
目
標
で
し
た
の
で
、

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
に
帰
り
、
藤
原
家

先
々
代
か
ら
ず
っ
と
農
業
継
続
し
て
き
た

レ
ー
ル
に
何
の
抵
抗
も
な
く
乗
る
事
に
し
ま

し
た
。
理
解
あ
る
温
か
い
両
親
の
サ
ポ
ー
ト

に
よ
り
、
若
く
し
て
経
営
主
と
し
て
や
る
気

を
持
っ
て
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
つ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

る
の
で
、
仲
間
の
力
を
借
り
て
耕
作
す
る

と
共
に
各
地
主
さ
ん
に
対
し
て
常
に
感

謝
の
心
を
忘
れ
る
事
な
く
、
ま
た
、
Ｊ

Ａ
京
都
、
府
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、

府
丹
後
農
業
研
究
所
等　

行
政
機
関
の

指
導
に
も
感
謝
し
て
、
期
待
に
そ
え
る

よ
う
頑
張
り
、
次
世
代
へ
ス
ム
ー
ズ
に
管

理
の
行
き
届
い
た
畑
地
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

し
た
い
と
思
い
な
が
ら
日
々
経
営
に
勤
し

ん
で
い
ま
す
。

〔
未
来
の
夢
・
目
標
〕

　

７
０
０
ha
の
国
営
開
発
畑
と
水
田
両

輪
の
作
物
が
、
農
業
一
大
基
地
と
し
て

全
国
に
恥
じ
な
い
産
地
と
な
る
こ
と
が

夢
で
す
。

　

そ
れ
に
向
か
っ
て
、
農
業
者
と
関
係

機
関
が
一
体
と
な
っ
て
進
ん
で
い
き
た

い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
技
術
の
導
入
に
も
積

極
的
に
取
組
み
、
あ
の
人
に
つ
い
て
行

け
ば
良
い
と
思
わ
れ
る
手
本
と
な
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。

〔
現
在
の
耕
地
面
積
と
作
物
〕

　

借
地
７
ha（
国
営
開
発
農
地
井
辺
団
地
）

▼
初
年
度
（
平
成
26
年
度
）　

　
　

ご
ぼ
う
・
・
・
120
ａ

　
　

人　

参
・
・
・
20
ａ

▼
６
年
目
（
令
和
２
年
度
）

　
　

ご
ぼ
う
・
・
・
250
ａ

　
　

人　

参
・
・
・
250
ａ

　
　

キ
ャ
ベ
ツ
・
・
150
ａ

　　

計
画
的
に
規
模
拡
大
し
て
い
き
、
現

在
、
当
初
に
比
較
し
て
５
倍
の
面
積
と

な
り
、
各
種
機
械
も
一
式
揃
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
長
い
年
月
、
農
地
を
有
効
に

利
用
し
て
い
く
上
で
輪
作
体
系
も
考
慮

し
、
品
目
を
変
え
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
て
前
進
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
労
力
は
家
族
と
地
元
の
人
。

加
え
て
弥
栄
町
内
の
人
達
を
主
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
家
族
構
成
と
趣
味
〕

　

父
／
公
道
（
62
歳
）　

母
／
ま
ゆ
み

（
61
歳
）　

本
人
／
典
道
（
33
歳
）　

妻

／
み
な
み
（
32
歳
）３
歳
の
男
児　

３
ヵ

月
の
女
児
の
６
人
家
族
で
す
。

　

趣
味
は
、
読
書
と
お
酒
で
す
。

〔
細
心
の
心
が
け
〕

　

大
規
模
な
畑
作
営
農
を
し
て
い
く
う

え
で
、
個
人
一
人
の
力
量
で
は
限
度
が
あ

〔
ど
ん
な
時
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
か
〕

　

日
夜
愛
情
を
も
っ
て
育
て
た
作
物

が
、
素
晴
ら
し
い
品
質
、
形
、
商
品
と

な
っ
て
答
え
て
く
れ
た
時
の
喜
び
、
感

激
は
何
物
に
も
か
え
る
事
の
出
来
な
い

も
の
で
す
。

〔
京
丹
後
市
に
要
望
し
た
い
こ
と
〕

　

一
大
産
地
を
目
指
し
て
同
じ
目
標
、

視
点
を
心
に
入
れ
、
仲
間
の
生
産
者
と

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
手
厚
い
支

援
体
制
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
、

世
界
中
大
変
で
す
が
、
終
息
し
た
ら
同

じ
目
標
を
持
つ
仲
間
20
名
余
と
再
会
し

年
10
回
前
後
行
っ
て
い
た
飲
み
会
を
復

活
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

色
々
と
語
り
合
い
、
日
帰
り
や
一
泊
研

修
等
で
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
年
齢

超
え
た
交
流
が
一
日
で
も
早
く
出
来
る

こ
と
を
祈
り
ま
す
。

〔
取
材
を
終
え
て
〕

　

広
大
な
夢
と
目
標
を
持
ち
、
人
と
の

輪
を
大
切
に
し
て
前
に
力
強
く
進
ん
で

行
か
れ
る
藤
原
典
道
さ
ん
に
１
人
の
農

業
委
員
と
し
て
嬉
し
く
温
か
い
拍
手
を

送
り
ま
す
。
丹
後
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
仲

間
と
一
緒
に
一
歩
ず
つ
進
ん
で
下
さ
い
。

取
材
／
山
副 

孝
雄 

委
員

（
弥
栄
町
井
辺
）

（
弥
栄
町
井
辺
）

藤
原
　

藤
原
　
典典の

り
み
ち

の
り
み
ち道道

さ
ん
さ
ん
（33）（33）

藤
原
　
典の

り
み
ち道

さ
ん

全国農業新聞を購読してみませんか？
　全国農業新聞は公的代表機関である農業委員会系統組織
が発行する週刊の農業総合専門紙です。「週刊」ということか
ら日々の報道には限界がありますが、むしろ週刊の時間を活かし、
大切な情報をわかりやすくまとめています。
　また、多くの読者の皆様に満足して頂けるよう、家族全員が
楽しめる記事も充実しています。さらに、全国４７都道府県にあ
る支局の充実により、地域の元気で特徴ある明るい話題や地
域独自のイベント情報などの提供に努めています。

購読の申込みは京丹後市農業委員会へお気軽に連絡ください。

全国農業
新聞NATIONAL

AGRICULTURAL
NEWS

藤原さんと山副孝雄委員（右）
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農業委員会への手続きが必要です!!にはには

　農地を農地として耕作するための売買や（農
地法第 3条）、貸し借りをする場合（農地法第 3
条及び農業経営基盤強化促進法、農地中間管理
事業の推進に関する法律）は、農業委員会の許
可（決定）を受ける必要があります。これは資
産保有や投機目的などによる農地の取得を規制
するとともに、農地を有効に利用できる人に委
ねることを目的としています。

農地の売買や
貸し借りには
許可が必要です。
（農地法第３条等）

　農地を農地以外のもので使用する場合は事前
に転用許可が必要です。
　農地に住宅等の建築を行う場合や、駐車場、
資材置場等として使用する場合です。
　農地の所有者自らが転用を行う場合は「農地
法第４条」の許可、所有者以外の人が売買や賃
借等によって転用を行う場合は「農地法第５条」
の許可を京都府知事から受ける必要があります。

農地の転用には
許可が必要です。
（農地法第４条・同法第５条）

　農地の利便性を図るために盛土など行い、農地
の形状を変更する場合は、農業委員会への届け出
が必要です。これは、周辺農地
の耕作者及び農業用施設（道
路・水路等）との調整
を図ることを目的
としています。

農地の形状を
変更する場合は
届け出が必要です。

　農地法第3条第1項、第4条第1項、第5条第1項
の許可を受けずに権利移動及び転用がされた場
合は、罰則「農地法第64条（3年以下の懲役または
300万円以下の罰金）」「同法第67条（法人は1億円
以下の罰金刑）」の適用がなされることがあります。
　また、形状変更については、計画以上の盛土など
行うと違反転用とみなされる場合があるので注意
してください。

定例会と申請締切日
　農業委員会では、毎月１回（７日前後）定
例会を開催し、農地法等に関する審査を行っ
ています。
　農地法等の申請は、毎月２０日（２０日が
休祝日の場合は翌業務日）までに申請書等を
農業委員会事務局へ提出して下さい。

　各申請について計画がある場合は、必ず事前
に事務局へご相談下さい。
　特に農地転用については、許可出来ない場所
（第1種農地など）もありますので、まずは相談を
して下さい。
　また、形状変更や地目変更についても事前に
相談をお願いします。

お願い

農
地
の

形状
変更転用所有権移転や

貸し借り

所有権移転や
貸し借り

お問い合わせ先／農業委員会事務局　☎0772-69-0040（京丹後市役所大宮庁舎3Ｆ）

形状
変更

転用

農地法の許可を
受けないと…！

全農地利用状況調査を
実施しました !!

京力農場プラン策定を進めています。

　農業委員会では農地法に基づき利用状況調査を実施しま
した。
　調査の目的は、①農地利用の確認　②遊休農地の実態
把握と発生防止・解消　③違反転用の発生防止と早期発
見などを目的として実施するもので農地利用最適化推進
委員 33 名と農業委員 19 名が担当区域ごとに全農地を調
査しました。

　調査において感じたことは、昨年まで耕作されてい
た農地が放棄されている。また遊休農地として年数が
たち、荒廃が進み原野状態になっているものなど遊休
農地が年々増加していることです。
　遊休農地の発生要因として農家の高齢化と農業者の
減少により草刈り作業や耕耘など定期的な管理が困難
になってきていることや獣害などによる被害も考えら
れますが、地域における共同作業や担い手育成、獣害
柵の設置など今後の計画性のある取り組みが遊休農地
の発生防止に繋がって行くと考えますのでよろしくお
願いします。

　現在、農業委員会では、農業振興課及び関係機関と連携して京力農場プラン策定業務に携わって
います。
　京力農場プランとは、高齢化や後継者不足、遊休農地の増加などで、５年後・１０年後の農業の
展望が描けない地域が増えている中、地域の将来像を検討し、課題を抽出・解決していくための計
画書です。京丹後市においても全集落策定に向けて、プランづくりが進められていますが、集落で
の話し合い活動は、地域の絆を再確認することが出来るとともに、地域の農業を守っていくうえで、
大切な要素ではないかと考えています。皆さんのもとへ農地利用最適化推進委員と農業委員がプラ
ン策定に伴うアンケート調査や地図づくりなどで訪問することがあるかもしれませんがご協力をよ
ろしくお願いします。

管理が行き届いていない農地
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農業者年金農業者年金にに
農業従事者なら広く加入できます
20歳以上60歳未満、国民年金第1号被保険者、年間60日以上農業に従事

積立方式の確定拠出型年金です
加入者・受給者数の増減に左右されない、安定した制度です。

終身年金であり、年金は生涯受給できます終身年金であり、年金は生涯受給できます
80歳までにお亡くなりになった場合には、死亡一時金をお支払いします。80歳までにお亡くなりになった場合には、死亡一時金をお支払いします。

公的年金であるため、税制面で大きな優遇措置があります公的年金であるため、税制面で大きな優遇措置があります
支払った保険料の全額が社会保険料控除の対象になり、所得税・住民税等の節税になります。支払った保険料の全額が社会保険料控除の対象になり、所得税・住民税等の節税になります。

通常加入なら、保険料の額は自由に選べ、いつでも見直しできます通常加入なら、保険料の額は自由に選べ、いつでも見直しできます
月額2万円から6万7千円まで、千円単位で選択できます。月額2万円から6万7千円まで、千円単位で選択できます。

政策支援加入なら、保険料の国庫補助があります
一定の要件を満たした担い手【認定農業者・認定就農者等】は、保険料の補助が受けられます。

ししままししょょうう加入
終身年金であり、年金は生涯受給できます
80歳までにお亡くなりになった場合には、死亡一時金をお支払いします。

公的年金であるため、税制面で大きな優遇措置があります
支払った保険料の全額が社会保険料控除の対象になり、所得税・住民税等の節税になります。

通常加入なら、保険料の額は自由に選べ、いつでも見直しできます
月額2万円から6万7千円まで、千円単位で選択できます。

農業者年金に しましょう

　

昨
年
7
月
、
地
元
か
ら
の
推
薦
で
農
業
委
員
に
な
り
、
他
の

委
員
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
無
事
に
2
年
目
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

関
わ
る
農
地
の
ほ
と
ん
ど
が
田
ん
ぼ
で
あ
り
、
国
営
開
発
畑

で
耕
作
を
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
初
め
て
耳
に
す
る
言
葉
が

あ
っ
た
り
、
仕
組
み
が
わ
か
ら
ず
戸
惑
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
携
わ
っ
て
行
く
こ
と
で
、
今
ま
で
気
に

も
し
な
か
っ
た
水
路
の
大
切
さ
な
ど
、
学
び
知
る
こ
と
が
楽
し

く
な
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

夫
亡
き
あ
と
、
農
業
に
関
心
の
な
か
っ
た
私
が
農
園
を
受
け

継
ご
う
と
思
っ
た
理
由
は
「
農
事
組
合
法
人
楽
農
く
ら
が
き
」

さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
、
色
々
な
分
野
の
方
々
の
協
力

が
あ
っ
た
こ
と
や
自
然
豊
か
な
環
境
下
の
畑
を
残
し
て
行
き
た

い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
で
し
た
。

　

農
業
経
験
な
し
と
い
う
女
性
５
人
の
仲
間
で
立
ち
上
げ
た
会

社
で
す
が
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
栽
培
に
よ
り
作
物
が
作
れ
る
土
を

守
っ
て
い
き
た
い
！
と
い
う
思
い
を
次
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

で
き
る
か
た
ち
づ
く
り
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
約
10
人
で
50
品
目
、
約
１
５
０
品
種
の
栽
培
を
手
掛

け
お
客
さ
ん
か
ら
喜
ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
の
役
割
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
、
農
地
を
守
る
と
い

う
思
い
を
今
後
も
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
励
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
株
式
会
社
　
自
然
耕
房
あ
お
き
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代
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（
担
当
地
区：大
宮
町
奥
大
野・上
常
吉・下
常
吉・三
重・森
本・谷
内・三
坂
）

申 請 内 容 ３条 ４条 ５条
転用事
業計画
変　更

形状
変更

非農地
証明

備      考許 可 権 者 委員会 委員会
（届出）知事 知事 知事 委員会 委員会

提 出 部 数 １部 １部 ２部 ２部 ２部 １部 １部

№ 添付書類名

1 登記事項証明書 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 原本

2 農地の公図（写） △ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○

3 農地の位置図 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 附近の見取図

4 住民票（記載事項証明） ○ ○ ○ ○ ○ 原本

5
法人の
場合

法人登記事項証明書 ○ ○ ◎ ◎ ◎ 原本

6 定款又は寄附行為（写） ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 原本証明

7 議事録（写） ○ ○ ○ ○ 原本証明

8 農地所
有適格
法人

組合員名簿又は株主名簿等 ◎

9 規則10条2項4号で定める書類 ◎

10 営農計画書 ○ ○

11 資金証明書 ○ ◎ ◎ ◎ 預金残高証明・融資証明等

12 契約書・見積書等 ○ ◎ ◎ ◎ 転用事業に必要な経費を証明
する書類

13 誓約書 ○ ○

14

同意書

隣接農地等関係者 ○ ○ ○ ○ ○

15 水利権・用排水権者 ○ ◎ ◎ ◎ ○ 水利組合等がない場合関係区
長等

16 小作権者・地上権等所有者 ◎ ◎ ◎

17 里道・水路等管理権者等 ◎ ◎ ◎ 里道・水路等を含めて転用事
業を行う場合

18 土地改良区（意見書） ○ ◎ ◎ ◎ ○ 申請地が土地改良区域内にあ
る場合

19 転用事業計画書 ○ ○ ○

20 宅建業及び砂利採取業登録書（写） ○ ○ ○ 建売分譲住宅等・砂利採取申
請の場合

21 施設配置図（土地利用計画図） ○ ◎ ◎ ◎

22 施設構造図 ○ ○ ○ ○ ○ 計画図及び断面図

23 用排水計画図 ○ ◎ ◎ ◎

24 現有資材等置場（駐車場）利用状況調書 ○ ○ ○ 現有資材等置場（駐車場）の
写真添付

25 他法令許可等確認書類 ◎ ◎ ◎ 他法令の許可が必要で手続状
況を確認する場合

26 現地写真 ○ ○ ○ ○ ○ ○

農地法許可申請等に係る主な添付資料一覧表
京丹後市農業委員会事務局（☎ 69-0040）

注意事項 ◎は農地法施行規則に定められたもの。○は京都府及び京丹後市農業委員会の審査において必要な
添付資料。△は参考書類。４条のうち「届出」とは 200㎡未満の農業用施設用地に係るもの。

※農地法第3条の申請について、一般法人が農地を借りる、または、譲受人が他市町村の場合、別途、
　資料が必要となるので事務局へご相談下さい。

農
業
委
員
　
青あ

お  

木き

　
美み  

恵え



【材　料】
　○さつま芋 … ２５０ℊ
　○きな粉 …… 大さじ 3
　○砂糖 ……… 大さじ３
　○サラダ油 … 適量

【作り方】
１. さつま芋を細目にカットし、

３０分くらい水にさらした後、
ザルに移し水気を切ります。（芋
の皮はむきません。皮付きの方
が美味しいです。）

２. フライパンに油を薄くひいて、
さつま芋を中火で炒めます。さ
つま芋は絶えずかき混ぜ、さつ
ま芋に油を吸わせていきます。
さつま芋が柔らかくなり、焦げ
目が付いたら砂糖を入れまんべ
んなく砂糖をからめます。砂糖
がなじんだらきな粉をからめ出
来上がりです。（砂糖は好みで
加減して下さい。）

8

さつま芋団子 焼いも

【材　料】
　○さつま芋 … ２５０ℊ
　○片栗粉 …… 大さじ３
　○砂糖 ……… 大さじ１
　○牛乳 ……… ６０㎖
　○バター …… １０ℊ
　○はちみつ … 大さじ２

【材　料】
　○さつま芋 

【作り方】
１. さつま芋の皮をむいて一口大

に切り、５分くらい水にさら
した後、柔らかくなるまで蒸
します。

２. 蒸したさつま芋と①片栗粉・砂
糖・牛乳を加えて粉気がなく
なるまでよく混ぜ合わせます。

３. 一口大の大きさに丸めて５㎜
くらいに平たくし、バターを
ひいたフライパンに入れて焼
きます。両面が焼けたらお皿
に盛り、はちみつをかけて出
来上がりです。

近所の農家さんに協力していただ
き、丹後のさつま芋を使ったおや
つを作りました。皆さんもご賞味
ください。

米田　晴美　委員
『ひとこと』

さつま芋と
きな粉のカリントウ

郷土
料理


